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次の問題１あるいは問題２のいずれかの問題を選択して解答しなさい。 
(選択した問題の番号を解答用紙に記載すること。) 
 
 
問題１ 次の文章を読み、問１および問２に答えなさい。 
  

 

詫び場面を想定して被験者に疑似的な会話を構成してもらう手法で、日本語母語話者と日本語学習

者（台湾人）の詫び談話の構造がどう異なるかを考察した興味深い研究を引用したい。 
内山和也によると、使用される発話のタイプ（言語行為論的に分類）とその継起順序には、日本語母

語話者と学習者それぞれに特徴的な型があり（学習者ではレベルによる型の相違もあり）、基本モデル

として一般化することができるという。母語話者の基本モデルを表現の典型例で示すと次のようにな

る（スラッシュ／で区切った筒所はその部分での任意選択的要素、矢印→で区切られたユニットは義

務的要素）。 
 

日本語母語話者の詫び談話の基本構造（基本モデル） 
≪友人から借りた CD を紛失したことを謝罪する場面≫ 
謝りたいことがあります／ごめんなさい／申し訳ありません／怒らないで聞いてください 
↓ 
借りていた CD をなくしました 
↓ 
ごめんなさい 
↓ 
同じものを買って返します 
↓ 
ごめんなさい／申し訳ありません 

 
母語話者の基本モデルに見られた最大の特徴は「再謝罪」で、談話の 8 割に見られたのに対し、学

習者になるとその割合は 2 割以下となった – 学習者のレベルが下がるとさらに低かった。この点が日

本語母語話者と学習者の最大の相違だった。ちなみに、学習者に典型的な発話には「受容への感謝」（典

型的には「ありがとう」）があった。文化間比較の観点として、表現全般における謝罪への傾きと感謝

への傾きという尺度は見やすいが、再謝罪と受容への感謝という対比はかなり典型的と言っていいだ

ろう。 
筆者も何度か試行的な調査をしたことがあるが、類似の結果が得られている。友人との待ち合わせ

に大きく遅刻してしまったときどう詫びるか？という設定で大学生に談話を構成してもらうと、日本

語母語話者の場合は、意味要素の配列パタ—ンが、 
 
 ［定型詫び］＋［理由説明］＋［補足情報］＋［伺い］＋［定型詫び］ 
  
という枠にかなり収まるのに対して、留学生（中国や韓国）では、相手を呼ぶ［呼称］や相手との関

係や感情に言及する［人間関係維持］（たとえば「怒らないで」）といった異なる意味要素が現れた。 

 
 
 
 
 
 
 
 

著作権法に基づき、公開していません。 



 

話を少し一般化しよう。日本語では、ある言語行為を遂行する談話の前後を定型句で挟む傾向が顕

著に見られる。先に見た感謝の談話でも同じである。そして、くり返しになるが、この傾向は相互行

為の始まりと終わりを定型的なあいさつ言葉で仕切る傾向と完全に平行的である。たしかに母語話者

の直観としては、初めだけでなく終わりの定型句もないと、行為が完結していない、文字どおり"締ま

らない"感覚となる。定型句で挟むことで、言語行為を一つのまとまりとして儀式的に括り出すような

効果が生じると考えることができそうに思われる。日本語の対人的言語生活は、かくまで強い形式性

への傾きを持っている――これを「型のコミュニケーシヨン」と呼んで差し支えないだろう。 
 
出典：滝浦真人 著「〈そうだったんだ！日本語〉日本語は親しさを伝えられるか」岩波書店、2013 年 

※出題の都合上、一部改変しています。 

 
 
 
 
問１． 下線部の「型のコミュニケーション」の内容を、著者の趣旨に沿って 400 字以内で説明し

なさい。 
 

 

 

 

 

 

問２． 「詫び」以外の談話の実例を挙げて、言語コミュニケーションにおける「型」の働きを 600
字以内で議論しなさい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 

問題２ 次の文章を読み、問１および問２に答えなさい。 
 
 食べ物のことで人と話したなかでも、とりわけ興味深かったのが、あるピダハン注との会話だ。

ピダハンの村に滞在しはじめてから、初めてのサラダを食べたときのことだ。 
ピダハンの友人は私をまじまじと見つめ、ついで野菜を見つめ、もう一度わたしを見つめた。「ピ

ダハンは葉っぱを食べない」と彼は告げた。「だからおまえはおれたちの言葉がうまくないんだ。

ピダハンはピダハンの言葉を上手に話す。ピダハンは葉っぱを食べない」 
そういうと彼は、語学上達の秘訣を伝授してやったと言わんばかりに去っていった。 
ピダハンとともにいて突拍子もないことを見聞きしても、最後にはたいてい、そこにわたしが

すぐには気づけなかった事実が含まれているのを悟らされることになる。アホーアーパティが言

っていたこともそうだった。彼らの言葉を話すのは、彼らの文化を生きることだ。今日でも、20
世紀初頭のエドワード・サピアやフランツ・ボアズの衣鉢を継ぎ、文化が文法と言語に少なから

ず作用すると考えている言語学者も少しは存在する。だがわたしがそのように考えるようになっ

た根拠は、そうした少数派たちともまた少し違っている。聖書をピダハン語に翻訳する作業がは

かどらなかったのは、ピダハンの社会と言語が密接につながっていて、言語の一要素にすぎない

文法を理解するにも、言語と文化とを同時に理解しようとしなくてはならなかったことが大きい。

そしてわたしは、どのような文化と言語に関してもそれが言えると信じている。言語とは、社会

の価値観とコミュニケーション理論、生物学、生理学、物理学（われわれの頭脳と発することの

できる音声にはおのずと限界がある）、そして人間の思想との協同から生まれた所産だ。それは、

言語のエンジンである文法にも言える。 
(1)現代の言語学者や言語を扱う哲学者たちは、人間のコミュニケーションを理解しようとする

道筋で、言語を文化と切り離すことを選んだ。しかしその道を選んだことで彼らは、哲学者ジョ

ン・サールの言葉を借りれば「自然現象」としての言語に正面から向き合うことができなくなっ

た。1950 年代以降、多くの言語学者と哲学者は言語をまるで数学理論のごとく扱ってきた。言語

に意味があり、人間によって話されているという事実など、言語を理解するという一大事業に何

ら関係がないかのような扱いだった。 
言語は、人類という種がたどり着いた最もすばらしい到達点だと言えるだろう。サールが指摘

しているとおり、言語を獲得してはじめて人間は、自分たちの周囲の世界をどのように名づけ、

色分けし、分類するか、共通項をもてるようになった。この共通項が、社会におけるそのほかの

さまざまな合意形成の基礎となる。つまりルソーの言う社会契約は、少なくともルソーが考えて

いたような意味での、人間社会形成の基盤となる最初の契約ではなかったわけだ。言語こそが、

初めての契約なのだから。ただ言語は、それだけが社会的価値の源泉ではない。言語以外では、

伝統や生物学が強力な役割を果たしている。(2)社会における価値の多くが、言語を介さず伝播さ

れている。 
 たとえばカウチポテト族を例にとってみよう。カウチに寝そべって脂ぎったスナックを食べながら

テレビの、それもグルメ番組を好んで見る人がいる。 
カウチポテト的生き方は、言語を介さずに習得される文化的価値のほんの一例にすぎない。こうし

た特定の価値観が、純然たる生物学的価値（衣食住や健康など）と並んで広く言語や文化全体を作り

上げ、それによってわたしたちは周囲の世界を解釈し、言葉にする。わたしたちは往々にして、自分

たちが価値を認める事柄や、その事柄について言葉にするやり方はあくまでも「自然発生的」なもの

だと思いがちだが、そうではない。それはむしろ、ある特定の文化、特定の社会にたまたま生まれつ

いたことによる、いわば偶発的なものなのだ。 
 

 



 

注）ピダハン：ブラジルの先住民族、Pirahã（ピーダハンと発音）。ここでは単にピダハンと表記する。 
 
 
出典：ダニエル・L・エヴァレット（2008） 著『ピダハン「言語本能」を超える文化と世界観』 

屋代通子訳、みすず書房、2012 年 

※出題の都合上、一部改変しています。 

 

 

問１． 下線部(1)について、このような研究姿勢の意義と問題点を 400 字以内で述べなさい。 
 

 

 

 

 

問２． 下線部(2)について、この指摘の意味を具体例を挙げながら 600 字以内で述べなさい。 
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